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ココが変わった！
JIS X 8341-3:2016 徹底解説

このセッションのアウトライン：
 改定までの経緯
 改定による主な変更点

▶ ISO/IEC 40500:2012（=WCAG 2.0）との一致規格
▶ WCAG 2.0の訳語の見直し
▶ 附属書JA（参考）と附属書JB（参考）
▶ 部分適合（第三者によるコンテンツ、言語）

 ［参考］障害者差別解消法



改定までの経緯

2004年の制定から2016年の改定まで



2004年6月、「JIS X 8341-3」を初めて制定

 JIS X 8341-3:2004
▶ 高齢者・障害者等配慮設計指針
－情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス
－第3部：ウェブ コンテンツ

▶ 国内外の既存ガイドラインなどを参考に、日本語特有
と思われる事項も網羅した独自の指針



2008年12月、「WCAG 2.0」がW3C勧告に

 WCAG 2.0
▶ Web Content Accessibility Guidelines
▶ 「WCAG 1.0」から約9年半ぶりの改定



2010年8月、「JIS X 8341-3」を初めて改定

 JIS X 8341-3:2010
▶ W3C勧告「WCAG 2.0」を包含する形で改定

 61の同じ達成基準を採用
 3つのレベル（A、AA、AAA）も同じく採用

▶ プロセス（企画、設計～運用まで）および試験方法を
独自に追加



2012年10月、「WCAG 2.0」がISO/IEC規格に

 ISO/IEC 40500:2012
▶ W3C勧告「WCAG 2.0」をそのまま国際規格として
承認



2016年3月、「JIS X 8341-3」2回目の改定

 JIS X 8341-3:2016
▶ 対応国際規格となった「ISO/IEC 40500:2012」の
一致規格とすべく改定
 WCAG 2.0の訳語を見直し
 附属書JA（参考）と附属書JB（参考）
 部分適合（第三者によるコンテンツ、言語）



ポイント その1.

一致規格

「ISO/IEC 40500:2012」（=WCAG 2.0）との一致



一致規格とは

 対応国際規格がある場合の選択肢は、次の三つ
▶ IDT（Identical：一致）
▶ MOD（Modified：修正）
▶ NEQ（Not Equivalent：同等でない）

 近年、対応国際規格があるJIS規格はIDT（一致
規格）とすることが基本
▶ 「一致規格」＝最小限の編集上の変更を除いて、対応
国際規格と技術的内容、構成及び文言上において一致



2012年に誕生した対応国際規格の一致規格へ

 「ISO/IEC 40500:2012」はW3C勧告「WCAG 
2.0」をそのまま国際規格としたもの
▶ Webアクセシビリティの確保を法律で義務化している
諸外国が「WCAG 2.0」を技術基準として採用

▶ 日本でも2016年4月1日より「障害者差別解消法」が
施行

 「JIS X 8341-3」を「ISO/IEC 40500:2012」
（＝「WCAG 2.0」）との一致規格にする方針
を決定



「一致規格」とすることによるメリット

 より多くのWebコンテンツのアクセシビリティ
確保・向上が期待できる
▶ グローバル企業では、各国共通の基準を用いて運用す
ることが可能となり、負担が軽減される

▶ 各種ツールのローカライズがより容易になる
 海外発ツールの日本語版提供
 日本発ツールの多言語展開

▶ W3Cの「WCAG 2.0」関連文書が利用しやすくなる



ポイント その2.

「WCAG 2.0」訳語の見直し

あえて原文（英語）の分かりにくさも ”尊重”



「WCAG 2.0」の原文全体をレビュー

 各達成基準の要求事項には変更なし
 旧規格（2010年版）から、JIS独自の要求事項以外は
すべて「WCAG 2.0」の日本語訳を使用

 しかし「WCAG 2.0」の原文（英語）は難解
▶ 旧規格では “分かりやすくするために” 言葉を補う
などしていた

▶ 意訳しすぎていた部分や言葉を補いすぎていた部分は、
できる限り原文に忠実な日本語訳とした



主な変更点： 基本用語

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

Conformance 
Level

アクセシビリティ
の達成等級 適合レベル

Level A 等級 A レベル A

Technique(s) 実装方法 達成方法



主な変更点： 達成基準のタイトル（1）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

1.2.1
Audio-only and 
Video-only 
(Prerecorded)

収録済みの音声しか
含まないメディア
及び
収録済みの映像しか
含まないメディア

音声だけ及び映像
だけ（収録済み）

1.2.2 
Captions 
(Prerecorded)

収録済みの音声
コンテンツの
キャプション

キャプション
（収録済み）

1.2.3 
Audio Description 
or 
Media Alternative 
(Prerecorded)

収録済みの映像
コンテンツの
代替コンテンツ
又は音声ガイド

音声解説又は
メディアに対する
代替コンテンツ
（収録済み）



主な変更点： 達成基準のタイトル（2）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

1.2.4 
Captions (Live)

ライブの
音声コンテンツの
キャプション

キャプション
（ライブ）

1.2.5
Audio Description 
(Prerecorded)

収録済みの
映像コンテンツの
音声ガイド

音声解説
（収録済み）

1.4.2 
Audio Control 音声制御 音声の制御



主な変更点： 達成基準のタイトル（3）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版
1.4.3 
Contrast 
(Minimum)

最低限の
コントラスト

コントラスト
（最低限レベル）

1.4.5
Images of Text

画像化された文字 文字画像

2.1.1 
Keyboard キーボード操作 キーボード



主な変更点： 達成基準のタイトル（4）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版
2.1.2 
No Keyboard 
Trap

フォーカス移動 キーボード
トラップなし

2.2.1 
Timing 
Adjustable

調整可能な
制限時間

タイミング
調整可能

2.4.4 
Link Purpose 
(In Context)

文脈における
リンクの目的

リンクの目的
（コンテキスト内）



主な変更点： 達成基準のタイトル（5）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

2.4.5 
Multiple Ways 複数の到達手段 複数の手段

2.4.7 
Focus Visible

視覚的に認識可能な
フォーカス

フォーカスの
可視化

3.1.2 
Language of 
Parts

部分的に用いられて
いる言語 一部分の言語



主な変更点： 達成基準のタイトル（6）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

3.2.1 
On Focus オンフォーカス フォーカス時

3.2.2 
On Input

ユーザインタフェース
コンポーネントによる
状況の変化

入力時

3.3.1 
Error 
Identification

入力エラー箇所の
特定 エラーの特定



主な変更点： 達成基準のタイトル（7）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版
3.3.2 
Labels or 
Instructions

ラベル又は説明文 ラベル又は説明

3.3.3 
Error Suggestion

入力エラー
修正方法の提示 エラー修正の提案

3.3.4 
Error Prevention 
(Legal, 
Financial, Data)

法的義務，金銭的
取引，データ変更
及び回答送信のエ
ラー回避

エラー回避
（法的，金融及び
データ）



主な変更点： 達成基準のタイトル（8）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

4.1.2 
Name, Role, 
Value

プログラムが解釈
可能な識別名，
役割及び設定可能
な値

名前（name），
役割（role），
及び値（value）



主な変更点： 用語（1）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

alternative for 
time-based 
media

3.3.2
時間の経過に伴って
変化するメディア
に対する代替コン
テンツ

A.3
時間依存メディア
に対する代替コン
テンツ

changes of 
context

3.4.4
状況の変化

A.14
コンテキストの
変化

context-
sensitive help

状況に応じた
ヘルプ

A.18
コンテキストに
応じたヘルプ



主な変更点： 用語（2）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

correct reading 
sequence

正確な
読み上げ順序

A.20
正しく読む順序

extended audio 
description

拡張した
音声ガイド

A.23
拡張音声解説

media 
alternative 
for text

3.3.6
テキストの
代替メディア

A.41
メディアによる
テキストの代替



主な変更点： 用語（3）

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

programmatically
determined link 
context

プログラムが
解釈可能な
リンクの文脈

A.53
プログラムによる
解釈が可能な
リンクのコンテキ
スト

pure decoration
装飾だけを目的に
している

A.55
純粋な装飾である



【参考】達成基準の項番

 「WCAG 2.0」と同じ番号に

WCAG 2.0 旧規格 2016年版

1.1.1 
Non-text Content

7.1.1.1
非テキストコンテンツ

1.1.1
非テキストコンテンツ

2.1.1 
Keyboard

7.2.1.1
キーボード操作

2.1.1 
キーボード

3.2.1 
On Focus

7.3.2.1
オンフォーカス

3.2.1
フォーカス時



ポイントその3.
附属書JA（参考）と附属書JB（参考）

2010年版にあった ”JIS独自の要求事項”



旧規格にあったJIS独自の要求事項

 旧規格では「WCAG 2.0」にない独自の要求
事項を追加していた
▶ 箇条6 ウェブアクセシビリティの確保・向上に
関する要件
 例1）ウェブアクセシビリティ方針の文書化
 例2）アクセシブルな問合せ手段の提供

▶ 箇条8 試験方法
 例1）「ウェブページ一式単位」での試験
 例2）達成基準 / 実装チェックリストの作成

▶ いずれも「WCAG 2.0」をベースとして整合性を
確保しつつ、JIS独自の要求事項も追加



2016年版では「附属書（参考）」に

 旧規格への対応を既に進めてきた企業・団体の
取組を継続していただくため
▶ 公的機関向けの総務省「みんなの公共サイト運用
モデル改定版（2010年度）」でも参照

 ただし、「附属書（参考）」は「規定」ではない
▶ 参考情報なので、この通りに実施しなくてもよい



附属書 JA（参考）

ウェブアクセシビリティの確保・維持・向上の
プロセスに関する推奨事項

▶ 旧規格の箇条6をベースに、内容を一部見直し・追加
▶ 企画、設計、制作・開発、確認、保守・運用に至る
各プロセスにおける推奨事項

▶ PDCAサイクルによるウェブアクセシビリティの
確保・維持・向上



附属書 JB（参考）

試験方法
▶ 旧規格の箇条8をベースに、内容を一部見直し・追加
▶ 「ウェブページ一式単位」で試験を実施する際の試験
対象ページ選択方法に「ウェブページ一式を代表する
ウェブページとランダムに選択したウェブページとを
併せて選択する場合」を新たに追加

▶ 試験結果の表示項目は「WCAG 2.0」をベースに



ポイントその4.
部分適合

「第三者によるコンテンツ」と「言語」



第三者によるコンテンツ（5.3）

 運営者が管理・制御できない ”第三者による
コンテンツ”

試験結果ページで明記すべき内容（例）：

以下のページは適合（or 準拠）していないが、次の部分を
除けば、レベル Aで適合（or 準拠）していることになる

▶ 見出し「PR」にある広告画像

 あわせて該当するウェブページのURLを明記

旧規格 2016年版

試験結果 適合している
（試験対象から除外可）

適合していない
（「部分適合」or「一部準拠」）



言語（5.4）

 ブラウザや支援技術によるサポートが ”不十分”

試験結果ページで明記すべき内容（例）：

以下のページは適合（or 準拠）していないが、次の言語に
おいてアクセシビリティ・サポートがあれば、レベル Aで
適合（or 準拠）していることになる

▶ 日本語

 あわせて該当するウェブページのURLを明記

旧規格 2016年版

試験結果 規定なし 適合していない
（「部分適合」or「一部準拠」）



ポイントその5.
JIS X 8341-3:2016への適合



適合＝供給者適合宣言

 当規格の基準を満たしていることを示す一つの
方法として「供給者適合宣言」がある
▶ 「JIS Q 17050-1 適合性評価 供給者適合宣言 第1部：一般要求事項」
▶ 「JIS Q 17050-2 適合性評価 供給者適合宣言 第2部：支援文書」

 試験は「JIS X 8341-3:2016」の要求事項を
理解していれば誰でも実施可能
▶ Webサイトの運営者
▶ 受託しているWeb制作会社
▶ どちらでもない第三者
 いずれの場合も「供給者適合宣言」を行う



「供給者適合宣言」が困難な場合

 旧規格と同様に、WAICの「対応度表記ガイド
ライン」を用いることが可能
▶ 総務省「みんなの公共サイト運用ガイドライン」でも採用

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/


JIS対応の基本的な進めかた

 方針を決める
▶ 対象範囲、目標とするレベルと対応度

 文書化して公開するとよい
 対象範囲での対応を進める

▶ リニューアル時が最も実践しやすい
 試験を実施する

▶ 主要なページのみ対応＝ウェブページ単位
▶ Webサイト全体などで対応＝ウェブページ一式単位

 ランダム選択と任意選択の組み合わせ
 試験結果を公開する



アクセシビリティ確保のキホンの「キ」
 ページの内容が分かるページタイトルを記述する
 見出しやリストなどの文書構造をマークアップする
 リンク先が分かるリンクテキストにする
 情報を伝えている画像の代替テキストを提供する
 色の違い、形、位置だけで情報を伝えないようにする
 キーボードだけでも操作できるようにする
 フォーム・コントロールのラベルをマークアップする
 データテーブルの構造をマークアップする
 エラーメッセージではエラー箇所とその内容を説明する
 動画にはキャプションを提供する

など



WAIC独自の各種ガイドライン

 ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2016 
対応度表記ガイドライン
▶ http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/

 ウェブアクセシビリティ方針策定ガイドライン
▶ http://waic.jp/docs/jis2016/accessibility-plan-guidelines/201604/

 JIS X 8341-3:2016 対応発注ガイドライン
▶ http://waic.jp/docs/jis2016/order-guidelines/201604/

 JIS X 8341-3:2016 試験実施ガイドライン
▶ http://waic.jp/docs/jis2016/test-guidelines/201604/

http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/
http://waic.jp/docs/jis2016/accessibility-plan-guidelines/201604/
http://waic.jp/docs/jis2016/order-guidelines/201604/
http://waic.jp/docs/jis2016/test-guidelines/201604/


みんなの公共サイト運用ガイドライン

 総務省が公的機関向けに作成した手順書
▶ 総務省Webサイトでダウンロード可能
▶ オープンソースのチェックツール「miChecker」も
あわせてアップデート

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000074.html

http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000074.html


障害者差別解消法

2016年4月から施行された新しい法律



障害者差別解消法

 正式名称は「障害を理由とする差別の解消の
推進に関する法律」
▶ 2013年制定、2016年4月1日から施行
▶ 「国連障害者権利条約」の批准に向けた国内法整備
の一環
 「障害者基本法」（2011年改正）で障害者への
差別禁止が定められたことを受け、差別解消策を
具現化するために制定
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障害者差別解消法リーフレット

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet.html


国連の障害者権利条約

http://www.un.org/disabilities/convention/conventionfull.shtml


国連の障害者権利条約（日本語訳）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jinken/index_shogaisha.html


日本は、2014年1月にこの条約を批准

 障害者に関する初めての国際条約
▶ 障害者の人権や基本的自由の享有を確保し，障害者
の固有の尊厳の尊重を促進するため，障害者の権利
を実現するための措置等を規定

▶ 市民的・政治的権利，教育・保健・労働・雇用の
権利，社会保障，余暇活動へのアクセスなど，様々
な分野における障害者の権利実現のための取組を
締約国に対して求めている

 日本は140か国目（欧州連合を含めれば141番目）の
締約国



国連「障害者の権利に関する条約」第九条 1

第九条 施設及びサービス等の利用の容易さ
1 締約国は、･･･障害者が、･･･、情報通信（情報 通信
機器及び情報通信システムを含む。）･･･を利用する
機会を有することを確保するための 適当な措置を
とる。この措置は、施設及びサー ビス等の利用の
容易さに対する妨げ及び障壁を 特定し、及び撤廃
することを含むものとし、特に次の事項について
適用する。

･･･

(b) 情報、通信その他のサービス（電子サービス 及び
緊急事態に係るサービスを含む。）



国連「障害者の権利に関する条約」第九条 2

2 締約国は、また、次のことのための適当な措置
をとる。

･･･

(g) 障害者が新たな情報通信機器及び情報通信
システム（インターネットを含む。）を利用
する 機会を有することを促進すること。

(h) 情報通信機器及び情報通信システムを最小限
の費用で利用しやすいものとするため、早い
段階で、利用しやすい情報通信機器及び情報
通信システムの設計、開発、生産及び流通を
促進すること。



海外諸国で進む法律による義務化

 企業Webサイトにも求められる「WCAG 2.0」準拠
▶ カナダ（オンタリオ州）の「AODA」

 従業員50名以上の企業はレベルA準拠
▶ 韓国の「障害者差別禁止法」

 技術基準は「KWCAG 2.1」（「WCAG 2.0」ベース）

▶ アメリカの「ADA」
 明文化されていないが、近年の判例等では企業に
レベルAA準拠を要求することが多い

▶ アメリカの「ACAA」
 国内外の航空会社WebサイトにレベルAA準拠を要求

 2015年12月：主要ページ、2016年12月：全ページ



Web accessibility will now be the law of the 
land in Europe

http://www.euractiv.com/section/digital/opinion/web-accessibility-will-
now-be-the-law-of-the-land-in-europe/

http://www.euractiv.com/section/digital/opinion/web-accessibility-will-now-be-the-law-of-the-land-in-europe/


まとめ

「JIS X 8341-3:2016」の全体像



ココが変わった！ JIS X 8341-3:2016

 「ISO/IEC 40500:2012」（＝「WCAG 2.0」）
の一致規格に
▶ より多くのWebコンテンツがアクセシブルになる
ことが期待される

 Webコンテンツに対する要求事項は変更なし
▶ 「WCAG 2.0」原文により忠実な訳語
▶ 「WCAG 2.0」と同一になった達成基準の項番

 プロセスや試験方法に関する旧規格独自の
要求事項は「附属書（参考）」に
▶ さらに補完する各種ガイドラインをWAICで作成



ココが変わった！ JIS X 8341-3:2016

 「部分適合」（＝適合していない）
▶ 「第三者によるコンテンツ」と「言語」

 「JIS X 8341-3:2016」への適合
▶ 「JIS Q 17050」に基づく「供給者適合宣言」
▶ 「供給者適合宣言」が困難な場合は、当委員会が
独自に定義した対応度表記を用いることが可能

 「障害者差別解消法」が今年4月から施行
 公的機関向けには総務省の「みんなの公共
サイト運用ガイドライン」もある



 Webサイト

 Facebookページ

 Twitter

ウェブアクセシビリティ基盤委員会

http://waic.jp/
https://www.facebook.com/waic.jp
https://twitter.com/waic_jp


ココが変わった！
JIS X 8341-3:2016 徹底解説

Web担当者のためのアクセシビリティセミナー
2016/5/11 東京、5/19 神戸
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